
（１）環瀬戸内海地域における交流状況等の
話題について

資料１

①本州四国間の交流状況について Ｐ１
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本州四国間の交流（人の交流）

出典）四国運輸局「業務要覧」
注1：瀬戸大橋開通（1988年4月）以前の鉄道の輸送人員は、宇高連絡船の利用客

開通後は、JR瀬戸大橋線の輸送人員
注2：瀬戸大橋、大鳴門橋、多々羅大橋はそれぞれ県境に架かる橋
注3：バスの輸送人員は、H27.3～H28.2のデータ

◆交通機関別の本州四国間輸送人員の推移

本
州

四
国

間
輸

送
人

員
（
万

人
/
年

）

瀬⼾中央⾃動⾞道開通

神⼾淡路鳴⾨⾃動⾞道開通

約2倍

⻄瀬⼾⾃動⾞道開通

○H27年度の交流人口は5,925万人／年であり、H26年度に対して約3.5％増加。
○S59年度以降、長期的には約2倍に増加している。
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交通量の状況 （本四間自動車交通量（県境断面交通量））

約3倍

◆本州四国間の自動車交通量の推移

本
四

間
自
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車

交
通

量
（
台
/
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）
（
県

境
断

面
交

通
量

）

瀬⼾中央⾃動⾞道開通

神⼾淡路鳴⾨⾃動⾞道開通

⻄瀬⼾⾃動⾞道開通
53,470

○H27年度の本四間自動車交通量（本四3橋）は53,470台／日であり、H26年度に対して約４％増加。
○瀬戸中央自動車道開通後のS63年度以降、長期的には約3倍に増加している。

出典）本州四国連絡高速道路株式会社
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本州四国間の交流（人の交流）

○神戸淡路鳴門自動車道開通後のH10年以降、京阪神と四国を結ぶ高速バス路線を中心に大幅に増加。
○H27年の本四間高速バス便数は375便/日であり、H26年に対して1便/日増加。

神⼾淡路鳴⾨⾃動⾞道開通

◆本州四国間高速バス便数の推移

出典)「四国運輸局要覧」（四国運輸局）ほか
注：各年10月時点の便数

瀬⼾中央⾃動⾞道開通

⻄瀬⼾⾃動⾞道開通
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平成27年4月以降の交通量の変化（大鳴門橋）

○神戸淡路鳴門自動車道（大鳴門橋）の平成27年度の平均断面交通量は、過去2箇年に対し増加傾向。

【⼤鳴⾨橋断⾯の⽇平均交通量の変化（■H25年度⇒■H26年度⇒■H27年度 ）】
※増減率はH27年度/H25年度
グラフの交通量は100台単位で表⽰しているため、
増減率の数値と合わない可能性がある

7.9％増加

1.7％増加

14.7％増加

5.5％増加
2.7％増加

徳島・淡路周遊キャンペーン『おどる宝島！パスポート』
［H27年 4/1〜平成28年２/29］

徳島の⾼速に乗って降りてイイコトいっぱいキャンペーン
［H27年 4/1〜9/30］※『おどる宝島！パスポート』による連携

淡路花博2015花みどりフェア
［H27年３/21〜5/31］

「淡路島名誉⼤使」による
淡路島誘客キャンペーン
［H27年 6/1〜7/31］

「淡路島名誉⼤使」による
淡路島誘客キャンペーン

［H26年 4/20〜6/19］

6.9％増加

主
な
開
催
イベ
ント

断
⾯
交
通
量
（
百
台
/⽇
）

出典）本州四国連絡高速道路株式会社

4



203 

228 

186 

200 

253 

212 

197 

211 
203  205 

181 

227 

209 
198 

234 

188 
198 

250 

207 
197 

217 

201  200 
192 

220 
209 203 

247 

189 
200 

261 

235 

214  215 
208  203 

193 

226 
216 

0

50

100

150

200

250

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 通年

平成27年4月以降の交通量の変化（瀬戸大橋）

【瀬⼾⼤橋断⾯の⽇平均交通量の変化（■H25年度⇒■H26年度⇒■H27年度 ）】

○瀬戸中央自動車道（瀬戸大橋）の平成27年度の平均断面交通量は、過去2箇年に対し増加傾向。
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晴れの国岡⼭デスティネーションキャンペーン
［H27年 7/1〜9/30（プレ開催）］

瀬⼾内海国⽴公園指定８０周年記念事業
［H26年 3/16〜11/30］

6.5％増加

※増減率はH27年度/H25年度
グラフの交通量は100台単位で表⽰しているため、
増減率の数値と合わない可能性がある
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出典）本州四国連絡高速道路株式会社
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瀬⼾内しまのわ2014
［H26年 3/21〜10/26］ 国際サイクリング⼤会

「サイクリングしまなみ」
［H26年 10/26］

「サイクリングしまなみ2013」
［H25年 10/20］※プレ⼤会
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【多々羅⼤橋断⾯の⽇平均交通量の変化（■H25年度⇒■H26年度⇒■H27年度 ）】

○西瀬戸自動車道（多々羅大橋）の平成27年度の平均断面交通量は、過去2箇年に対し増加傾向。
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出典）本州四国連絡高速道路株式会社
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【３橋合計の⽇平均交通量の変化（■H25年度⇒■H26年度⇒■H27年度 ）】

○本四3橋の平成27年度の平均断面交通量は、過去2箇年に対し増加傾向。
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出典）本州四国連絡高速道路株式会社
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高規格幹線道路の開通見通し状況（平成28年度以降開通予定）
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訪日外国人数の推移

○H27年の訪日外国人数は過去最高の1,974万人を記録し、H26年から1.47倍に増加している。

◆訪日外国人数の推移（全国値）

訪
⽇
外
国
⼈
数
（
万
⼈
）

注1）出典：日本政府観光局（ＪＮＴＯ）
平成27年1～10月は暫定値、11～12月は推計値を使用。
注2）本資料に掲載している平成27年（2015年）の数値はすべて速報値。

1.47倍

（年）
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高松空港を玄関口とした訪日の活発化 【参考】

○高松空港の国際線が増えるに伴い、香川県から入国する訪日外国人が増加。
○高松空港から四国外の周辺地域に約３５％の方が訪れており、増加する傾向にある。
○環瀬戸内海地域のホテル客室数は増加傾向にあり、当地域で宿泊する外国人は大幅に増加している。

◆国際線の着陸回数・乗降客数の推移
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出典）国際線発着回数、乗降客数は、国土交通省「空港管理状況調書(暦年)」

訪日外国人の訪問地は、観光庁「訪日外国人消費動向調査」

ホテル客室数は、厚生労働省「衛生行政報告例」、外国人宿泊客数は、観光庁「宿泊旅行統計調査」

◆ホテル客室数の推移
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◆外国人宿泊客数の推移
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◆高松空港入国後の訪日外国人の訪問地

高
松
空
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（従業者数10人以上のみ） （従業者数10人未満含む）

調査手法：調査員による聞き取り調査
調査場所：全国18空港湾
調査対象：トランジット、乗員、１年以上の滞在者等を除く

日本を出国する訪日外国人客
調査時期：平成22年4月～6月調査から四半期毎に実施

《高松空港から入国した訪日外国人の訪問地内訳》

注）当該グラフは、訪日外国人の県別訪問率に年間高松空港国際線乗降客数を乗じて算出
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約35％の訪日外国人が
四国外を訪問
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